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ス に関する研 究

鑑賞者の 滞在行動に 着 目 し て 正 会員 　　○ 小塚 　智世 零

　同　　　　加藤　彰
一＊ ＊

劇揚

ホ ワ イ エ

コ モ ン ス ペ ー
ス

V ツ ピン グ

環境行動

ア フ ォ
ー

ダン ス

Abstract

　This　study 　focuses　on 　new 　features　oflobby 　areas 。r・coTnm 。n

spaces 　at　theaters　through　the　analysis　of 　audience 　behaviors
during　intennission　periods　and 　afier−hours　ofthe 　perforrnanee．

1．背景

　近年、多 目的 ホー
ル か ら専用 ホ

ー
ル まで 様 々 な劇場 が

計画 され 、そ れ に伴い 公演前後 や幕間の 過 ご し方 も多様

に な っ て い る。鑑 賞者 が劇場 に足 を運ぶ 際、「ハ レ 」 の 感

覚や多様 な 過 ご し 方 に 対応す る 劇場環境及 び 劇場周 辺 環

境 が 求 め られ て い る。特 に ホ ワ イ エ や ロ ビ
ー

な ど劇場 の

コ モ ン ス ペ ース は 、 公 演時 の 心 地 よ い 滞在空 間や公 演時

以 外 の 文化 活 動 の 場 と し て 有効利用 され る べ き で あ り、
利 用 者 の 求 め る劇場環境 を把握 し、劇場 の 計画段階や管

理運営上留意す べ き空間で ある と考える。
2．目的

　本研 究で は 、公 演時に お け る ホ ワ イ エ を 主 とす る劇 場

の コ モ ン ス ペ ース で 見 られ る鑑賞者の 滞在行動 に 着目す

る。コ モ ン ス ペ ー
ス の 利用行為か らそれ らの 行為 に影響

を与 え て い る 要因を示 し、鑑賞者 の 求 め る劇場環境 をデ

ザイ ン す る た め の 方向性 を示 す こ とを 目的 とす る。
3．調査 対象および方法

　調 査対 象 は、2000 席程度の 客席数 を もつ 劇 場 で あ る、
東 海地 方 の 愛知 芸 術 文 化セ ン ター、三 重県総合文 化 セ ン

ター及 び、関 西 地方 の 京 都会館、尼 崎市総合 文 化 セ ン タ

ー、兵 庫県立 芸 術文 化セ ン ターとする。
　調査 方法は、表 1 に 示 した 各公 演時 に場面抽出調査を

行 い 、行 為内容 、人 数 、年 齢層 、行 為 に 関係 して い る 物

的要素を記 録する。「く るみ 割 り人 形 」 の 公 演時 で は、2

分 お き の 定点観察調 査 を ホ ワイ エ で 行 い 、場面抽 出調 査

か ら得 られ た行 為 内 容 が どれ ほ ど見 られ る の か 把握す る。
表 1 観察調 査演 目

公演日　　上演時聞 劇場・湊目

2008．11．13． 18：3D21
：55

　　　　　 　 愛知芸術文化 センター大ホール

ポーランド国立ワルシヤワ窒内 歌劇団才ベ ラ「フィガロ の結 婚」

20q8 」1．1ア， 18；1520
：05

　　 尼崎市繊合文化セン タ
ー

アルカイックホール

薗田 孕 園中孕校高等掌校吠奏鞭郁 算 28回定期演妻僉

200a11．30、 14 ；0016
：10

　京部金館 第2ホール

鰯 20回京部 晉学生音楽祭

2QO8．12．13， 15：00T7
：10

具庫県立籖術文化 センタ
ー

大ホ
ー

ル

　　 PAC クリス マ ス コ ン サート

29口巳、12．18． 19：0021
．10

　 兵庫県立蔓術文化 セン タ
ー

小ホ
ー

ル

鬨西歌劇 団 歌の 花東 クリλマ ス コン サート

20ゆB、12．21． 16：0018
：10

尼崎市総 合文化センターアルカイックホール

　　法村友井 バレエ 団 「くるみ割り入形 」

200901．10、 18：002120 愛知芸衛文 化セン ター⊇ ンサートホール

名古凰二 期金＝ ユ
ー

イヤ
ー
オペ ラコ ンサ

ー
ト

2009、01．11． 14．3017
・10

三 量景鯰台文 化センター大ホール

　ウィンナー・ワ ル ツ
・才一ケス トラ

4，調 査 結果

　場面 抽 出調 査 か ら得 られ た 、各劇 場 の コ モ ン ス ペ ース

にお い て 共 通 す る鑑賞者の 行為内容 を表 2 に示 す。

表 2 行 為の 種類

　定点観察調 査 か ら得 られ た、尼 崎市総 合 文 化 セ ン ター

の コ モ ン ス ペ ース に お け る利用 実態、鑑賞者 の 行動特性

を以下にまとめる。行為割合 に関 して、幕間は会話や飲

食行為 が 多 く見 られ た。公 演後は ホ ワ イ エ 滞在者 の 中に、
会話や パ ン フ レ ッ ト確認、自動販売機を利用 して の 飲食

な ど、比 較的時間 に 余裕をもっ た行為が見 られ た 。また、
劇場 ス タ ッ フ に よ る プ レゼ ン ト配 布 が 鑑 賞者 同 士 の 会話

行為 に つ なが り、ホ ワ イ エ 滞在時間 に影響 を及 ぼ して い

た。図 1 よ り、公 演後 に移動 者 と滞在者が い る場合 ホ ワ

イ エ 内 で 住み分 け が され る こ と、輪 に なっ て の 会話行為

は 群 れ とな る こ とな どが 分か る。こ の 劇場 で は 喫茶 ス ペ

ー
ス 以外 の コ

ーナ ーに もハ イテ
ープ ル が配置 され て お り、

1 グル
ープ 1 ハ イ テ

ーブ ル とい っ た使われ 方だっ た。

図 1　 公演 後の ホ ワイエ の利 用状 況 （18： 20）
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　調査 に よ り得 られ た 行 為 と行 為 に 関係 して い る 物的要

素をまとめ、それ らの 関係性にっ い て表 3 、4 に示す。
　建築的要素は 、姿勢や そ れ に伴 う行為 が 比 較的限 定 さ

れ ず 、多様 な行 為 が 見 られ る。特 に 劇 場 の コ モ ン ス ペ ー

ス で は 座 っ て 過ごす人 よ り も立 っ て 過 ごす人 の 方が多い

ため、よりかかれ る、立 ちやす い な どの 特徴をもつ 建築

的要素 は他の 施設 よ り鑑賞者の 拠 り所 とな りや すい
。

　一方 、家具な どの 付属的要素は 、姿勢や 行為が 限定 さ

れやす い。例 え ぱ掲示板など、付属的要素 の 中に は 行為

を誘発 す るだ け で な く制 限 す る も の が あ り、 利用 者も限

定 され る。し か し、付 属 的 要 素 の 中 で ベ ン チ や ソ フ ァ 、
ハ イテ

ーブ ル は 多 くの 行為を ア フ t 一
ドし て い る とい え

る。家具配置 に 関 して 、対象施設 で は長方形型 ベ ン チ が

壁 沿い や コ ーナ ーに一定 の 間隔で 配 置 され る事例 が 多 く、
1 グル

ープ 1 ベ ン チ と い っ た 使い 方 か ら全 体 と して 家具

が 十分 に使 わ れ て い な い 可能性 が あ る反面、幕間に喫茶

ス ペ ース 周辺 の ベ ン チ数 は 不 足 して い る 可 能性が見 て と

れ た 。 尼崎市総合文化セ ン ターで は 、 丸柱周 りに ソ シ オ

フ
ーガル な家具配置の 空間が計画 され て お り、数人 の 各

グル
ープ が同時 に利用 しやす く多様な行為 が見 られた。

　　　　 表 3　 建築的要 素が誘発 す る姿勢 と行 為

5．ま とめ

　利用実態をふまえた コ モ ン ス ペ ース の 計画 へ の 提案と

して、以 下 の 4 つ が あ げ られ る。

大 きな移動空 間 と小 さな滞在空間の 両立

螺 嬲 量鸚凝雲

一

証
ガラス 面 付近に 立 っ て

　　 飲食
薫

尸
騨

鰹　　　　　　　 捧
よりか かって

麌面
近づい て

会臨

霙寓撮 影

面を利 用 して
内“
禰 繍 　 　　 　　

呼
識

乙i；1　　　　　　　 ．

柱

よりか かっ て

凄 話
囲ん で

面 を利 用 して 、・籍 ，謹　 　 醺

座って
飲食

段差

立 っ て
会蹟

アル コ ープ おさまるように立 っ て

痿

もたれ て 待機
手すり

会猛
手、肘 をつ いて

熱
「
　　　　　　　 語

广　　　　　　慝瑛

i 雰囲気 の 付属 的要素の 充

iil 実 し た滞在重 視の 空 間の

　　　　　　　　　　　　　　 両立

滞在内容 が 異なる空間を多数配置＝物的要素 の 充実

蜘
ヴ rmt

繋鑞脚挺蝿
麟講

叢鑞

ソ フ ァ
・ベ ン チ エ リア は

数人 の 各 グル
ープ が利用

しやす い 配置、多様な行

為を誘発 す るハ イ テーブ

ル エ リア の 設 置 、段 差 や

ア ル コ
ー

プ ・ガ ラ ス 面 を多く取 り入 れ る、吹き抜け 空 間

を見 降 ろせ る平 面 を
一

部突出 させ 、手す りに もた れ て の

小 さ な滞在空 間 をつ くるなど

出演者 と の 交流 の 場 を提 供

出演者 の プ ロ フ ィ
ー

ル や コ メ ン トをの せ

た掲示 板 の 設置、出演者 か鑑賞者の どち

らか が待 ち構 え る こ と の で き る、あ る程

度 の 人数 が お さ まる建築的要素の み の 空

間の 計画

表 4　付属的要 素が誘発 する姿勢 と行 為
　　　　　　　　　　　　　　　　　一亀

　 　 　 　 　 　 、、3
；ぴ

座 っ て
パン フレ ツト確認

ベ ン ヲ」・
ソ ファ 待機

・．灘 　 、＿i　　
ぐ

付近に立って

’1
喚購．
飲食

ハ イテ
ー

ブル 立つて
　
軋
　
「
　　　 噛鑓妃　　宏早炉

荷物確認
案、

キヤビネツト 面を利用して アンケ
ー
ト記入

掲示極 立 っ て 掲示板確認

ちらしコ
ー
ナ
ー 立 っ て パン フレ ツト採集

自動販兜機
飲食

付近に立っ て

灰 皿
付近に立 っ て

喫煙
忖近に座っ て

ジ ェ 付近に 立っ て

次回 の 来館 に つ なが る仕 掛 け

鏃
籔

鎌 ・
靉謬 掲示 板 とち ら し コ ーナーを 滞在空 間 と移

　　　　　毒
1
灘 動 空 間 の どち らに も設置、配布 された 公

　 　 　 　 　 憲鑓、　　　　　　　　演 ち ら しが必 要 か不要か 目を通す場や鑑
　 　 s　　　　 懸 鍛

　　　　　 難 　賞者の 意見交換 の 場 と して ちらし回 収 B

　　　　　　　　OX を滞在空間 に設置

　コ モ ン ス ペ ー
ス の 充実 に っ い て 考察す る 際、今後 よ り

多 くの 特徴 の 異 な る劇場 に足 を運 ぶ 必 要 が あ る。ま た 今

回 の 調査で は 、各劇場 の 物的要素 の 情報 と 比 較 が 不 十 分

で あ る 。 家具配置 とコ モ ン ス ペ ー
ス に お け る滞在行動 の

関係 に つ い て 、今後着 目 し て い きたい 。
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